
日本貿易学会ならびにアジア市場経済学会両西部部会研究報告会（広島） 

と き：2018年２月 17日（土） 

ところ：広島経済大学立町キャンパス（広島市中区立町２−25） 

      ３階 131教室（発表会場）、132教室（控え室） 

（敬称略） 

12:30 受付 

 

12:55 開会挨拶 村松 潤一（アジア市場経済学会前会長・岡山理科大学） 

 

13:00～13:30 

(1) 畢 重麗「中国におけるネット通販を利用する消費者に関する実態調査」 

広島修道大学商学研究科博士後期課程院生 

13:30～13:40 コメント：西手 満昭（広島修道大学） 

13:40〜13:50 フロア質疑 

 

13:55～14:25  

(2) 呉 力明「中国の『一帯一路』戦略下の対外経済進出の現状と要因」 

広島経済大学経済学研究科博士後期課程元院生 

14:25～14:35 コメント：山中 高光（倉敷芸術科学大学） 

14:35～14:45 フロア質疑 

 

14:50～15:20 

(3) 中曾根 淑芳「コンテナ取引条件に関する一考察（仮題）」関西外国語大学 

15:20～15:30 コメント：佐々木 健洋（ヒューマンアカデミー） 

15:30～15:40 フロア質疑 

 

15:45～16:15 

 (4) 藤岡 芳郎「外食産業の国際化についての研究——タイ市場の現状調査から——」大阪産業大学 

16:15～16:25 コメント：李 玲（広島市立大学） 

16:25～16:35 フロア質疑 

 

16:40～17:10 

(5) 岩田伸人「米国トランプ政権の税制改革が国際貿易へ与える影響と課題」青山学院大学 

17:10～17:20 コメント：中井 教雄（広島修道大学） 

17:20～17:30 フロア質疑 

 

17:30 閉会挨拶 藤沢 武史（日本貿易学会前会長・関西学院大学） 

 

18:00～意見交換会：Chinese Dining 夢（広島市中区八丁堀９−１ リビオーヌ八丁堀２F） 

                          ※当日、意見交換会費 3,000円をお預かりします。 


